




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































バッファローの仔の女（White Buffalo Calf Woman）』と呼ばれている。」コー
ガン、前掲書、40頁。
14） エリコ・ロウ著、『アメリカ・インディアンの書物よりも賢い言葉』、扶桑
社文庫、2016年、118‒121頁。
15） 白いバッファローの仔の女は、７つの儀式を伝えたという。サンダンス、
スウェット・ロッジ、パイプ・セレモニー、ヴィジョン・クエスト、命名式、
治療の儀式、親戚として受け入れる儀式がこれにあたり、女性儀礼であるウー
─ ─82
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マンズ・セレモニーはここに入らない。沖縄・久高島の女性儀礼であるイザ
イホーに似ていると言われているウーマンズ・セレモニーは、それよりずっ
と前からあるという説もある。
16） 「メディスン・ホイール」とラコタ族では呼ぶが、クリー族ではそのよう
な名称は使っていなかった。
17） クリー族では使われていなかったが、文献によると、他の地域では円形の
聖域を「メディスン・ホイール」という。
18） チェリー・チョークは東西南北のゲート用で、バッファロー・スティック
はウィローの場合もあるという。しかし、今年の場合は少なくともゲートと
同じく、チェリー・チョークだった。
19） 結界に使ったバッファロー・トレイルの枝に使うタバコ・タイズの色は全
部赤である。東西南北のゲートだけ、各方角色の布を吊るしてある。皆で作っ
た４色のタバコ・タイズは木に巻きつけた。
20） パイプ・セレモニーが７ラウンドで、帰るラウンドを含めると８回踊るよ
うだ。
21） 例えば、今回のサンダンスにダンサー参加したジョニーというクリー族の
スウェット・ランナーの大きなパイプは、最近ソープストーンで自分で作っ
たものだった。基本的にサンダンス中のパイプ・セレモニーで持ち寄られる
ものは、それぞれのパイプ・ホルダーが先祖から受け継ぐパイプである。「白
いバッファローの仔の女」から渡された本物のパイプの継承者は、アーボル
ド・ルッキングホースというサウスダコタ州に住むラコタ族の男性である。
22） 火皿は女で、柄は男である、とは他の文献にもある。「ばらばらの時は、
ただの火皿と柄にしか過ぎない。だが、こうして一つになると、全宇宙が出
来上がるんだ。一体になることによって、聖なるものに変わる」。プリシラ・
コーガン著、ハーディング・祥子訳、『老女の聖なる贈り物』、めるくまーる
社、1999年、35頁。
23） 年長者（エルダー）達は裸足で行っていた。天然素材以外のものをサンダ
ンス・グラウンドには入れないのが原則である。
24） 「ヘルパーと観客の区別はない。あの場に居合わせるのは、チーフ、ダン
サー、ドラマー、シンガー、そしてヘルパーのみ」とは坂口さん談。文中の
サポーターはヘルパーの意。
25） 男性の数が４で、女性の数が３であることから、おそらく男性は４回、女
性の場合は、少女から結婚できる女性、老女になる人生の通過儀礼の中で、
３回はスピリチュアル・ネームが変わるのではないかと思われるが、未確認
である。
26） ２日目のこと。３日目のヒーリング・ラウンドにダンサー参加する日本人
男性Ｔさんが、ダンサーとして参加する前に名前を頂くのがいいとケネッチ
─ ─83
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の妻ノラが考えたそうだ。
27） 伝統的には米と干し葡萄を使うようである。ブルーベリーは干し葡萄の代
わりだと、クリー族のメディスン・マンのジョンが許可していた。この名付
けのための宴の食事を用意するのは成人男性だけで、米と干し葡萄（ブルー
ベリー）の準備についてはこの二人以外は触れてはならなかった。他のメ
ニューはそれ以外の人でも手伝うことができた。
28） 坂口さんによれば、「私はこのイニシエーションという表現に違和感あり。
儀式は挑戦でもイニシエーションでもなく祈り。結果、イニシエーションに
なる（見える）こともあるだろうけれど、これが当初からの目的に含まれる
と儀式の意図が変わってくる。このような行為なしに立派な男性に、人に、
インディアンになれる」という。ただ、宗教学では「イニシエーション」と
いう用語が適切なので、本稿ではそれを使う。
29） 「両腕でも片腕でも良いし、切り口個数は自分で選ぶ。私は去年右肩に女
性の数字である３ヶ所をノラと共に選んだ。」とは坂口さんの談。
30） 以下、19代目ウィリアムについての坂口さんによる補足である。「それま
で一切の赤い人（ネイティヴ・アメリカン）以外には閉鎖的であったウィリ
アムのサンダンスライン。しかし、ある時に『赤、黒、白、黄が一つになる
時だ』と実感したらしい。だから『扉を開こう』とウィリアムは内に決めた。
とは言っても、何かしらの形で告知するようなことはない。しかし、その年
（2011年）のウィリアム主催のサンダンスにケネッチに連れられて、日本人
である私が、他、様々な縁で数名の赤い人以外が「図らずも」参加すること
に初めてなる。つまりウィリアムが内なる宣言をした後すぐに新しい流れが
生まれた。この『一つになる時』というヴィジョンにより、ウィリアムから
受け継ぐケネッチのラインが日本人をこんなに受け入れ、結界には彼らの伝
統的なタバコではなく麻のオガラを使う（2014年はタバコも使って二重の
結界にしていたが、今年は麻のみ使用）までになっている。」
31） ここで前提にしている議論は「伝統とは昔から受け継がれてきたものと考
えられているが、その多くは実は近代に入ってから新たに人工的に創造され
たものである」というイギリスの人類学者エリック・ホプスボウムの議論で
ある。彼はイギリスの事例を取り上げている。全てがそうだとは限らないが、
もともとラコタ族由来のサンダンスを現代のクリー族が自分達の伝統として
取り入れている、という点で、ホプスボウムの議論も適用できるだろう、と
筆者は考えている。エリック・ホプスボウム、テレンス・レンジャー編著、
梶原景昭他訳、『創られた伝統』、紀伊國屋書店、1992年。
